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施策の
柱CD

0304

0101

0101

計画名称

教育大綱

生涯学習推進指針

達成率 ％ 33.33 －　 －　 －　 －　

備

考

目標
％

15

実績

達成率 ％ 100.00 －　 －　 －　

5

実績 125

－　

成
果
指
標

増加率

目標
％

125

達成率 ％ 100.00 －　 －　 －　

－　

調査率

実績 1

－　 －　

実施回数

目標
回

1

実施回数
達成率 ％ 0.00 －　 －　

達成率 ％ 101.53 －　 －　 －　

0

目標
回

1

実績

実績 863

活
動
指
標

調査面積

目標
㎡

850

一 般 財 源 円 1,559,530

財

源

内

訳

－　

その他特定財源 円

地 方 債 円

国 庫 支 出 金 円 1,535,000

実

施

状

況

（

Ｄ

Ｏ

）
項 目 単位 2018年度（H30） 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

事 業 費 等 (a) 円 3,094,530 0

県 支 出 金 円

成

果

指

標

成果・効果は何？ 指 標 名 称 単 位

試掘調査率 調査率 ％ 15

変更

履歴
「縄文の里史跡整備・活用基本計画」の成果指標である試掘調査率を加えた。(史跡外：H30試掘面積863㎡、H29試掘調査
560㎡)

試掘調査面積/国特別史跡指定面積

発掘体験会 実施回数 回 1回 100

最終目標値

現場説明会参加者の増加 増加率 ％ 125

算出方法・計算式・目標値設定の考え方など

今年度参加者/前年度参加者（40名）

尖石遺跡
国民

意 図
（どんな状態にしたいか）

遺跡の範囲を明らかにする。
確認調査を通じ、特別史跡の重要性を知ってもらう。

手 段 ・ 方 法

（ ど う や っ て）

重機と人力により掘削をおこない、縄文時代の竪穴住居址等の有無を確認する。
発掘体験会と現場説明会を開催し、特別史跡の重要性を知ってもらう

評

価

指

標

の

作

成

活

動

指

標

行 政 が 活 動 す る こ と で 作 り 出 す も の 指 標 名 称 単 位 算出方法・計算式・目標値設定の考え方など 最終目標値

発掘調査実施面積

現場説明会 実施回数 回 1回 100

変更

履歴

調査面積 ㎡
調査対象面積8,500㎡の10％（標準的な調査
面積割合）

850

担 当 部 署 生涯学習部 文化財課 考古館係（尖石縄文考古館） 連絡先 76-2270

計

画

（

Ｐ

L

Ａ

Ｎ

）

政

策

番

号

02

基

本

計

画

体

系

項目 計画CD

市民の学びを支える

実行計画 04 尖石遺跡の保全と維持管理の充実縄文の里史跡整備・活用基本計画

施策の柱の名称
実行計画

の施策の

柱におけ

る指標と

の関連度

中
基本計画①

事 務 事 業 の 概要
（ 簡 潔 に わ か り や す く ）

平成27年度に策定した特別史跡「尖石石器時代遺跡」の保存管理計画にしたがい、尖石遺跡の西への広がりを明らか
にして、史跡を適切に保存し、次世代に継承するため、史跡の西に隣接する民有地と市有地を対象に確認調査を実施
する。

第５次茅野市総合計画・前期事務事業評価シート（主要事務事業用） 08020212

事務事業名 尖石遺跡範囲確認調査事業 事業期間 年度 係内番号

【一般会計】 整理番号

2017 ～ 12

01 歴史、文化遺産の保護と活用

基本計画② 02

項 05 目 10予 算 事 業 名 会計コード 01 款 10

現 状 と 背 景

（ ど う し て ）

平成2年から17年まで実施した史跡整備のための確認調査の成果から、尖石台地に営まれた縄文時代の集落が昭和17
年に定めた史跡の西境界を越え、さらに西に広がる可能性が有識者等から指摘されていた。史跡を適切に保存する上
で解決しなければならない課題として、保存管理計画に位置づけた。

事業 12尖石遺跡範囲確認調査事業費

目

的

対

象

受 益 者
（ 誰 の た め に ）

尖石遺跡
国民

対 象
（ 直 接 働 き か け

る ）



担 当 部 署 生涯学習部 文化財課 考古館係（尖石縄文考古館） 連絡先 76-2270

事務事業名 尖石遺跡範囲確認調査事業 事業期間 年度 係内番号2017 ～ 12

最終評価責任者 両角勝元

最終評価年月日 元．５．１７

作成担当者 山科　哲

改

革

・

改

善

の

方

向

性

（

Ａ

Ｃ

Ｔ

）

成

果

や

コ

ス

ト

の

方

向

性

の

内

容

及

び

改

革

・

改

善

策

尖石遺跡では、数年後に
民有地を借用して、同様の
調査を行なう予定である。
耕作者及び土地所有者と
事前打ち合わせをしっかり
行ない、集落の範囲や内
容を明らかにして、特別史
跡としての価値を高めるこ
とはもとより、発掘体験会
や現地説明会を計画通り
開催し、地域住民に遺跡
の重要性を広く伝えてい
く。

縮小

現状維持
翌々
年度
方向
性

成

果

コスト

課
　
題

耕作中の畑を借りて調査
を行なう場合、耕作者と調
査実施期間を打ち合わせ
るだけでなく、体験会や現
地説明会といった多くの方
が参加する事業について
開催時期等を打ち合わせ
る必要がある。

　

事

　

後

　

評

 
価

（

Ｃ

Ｈ

Ｅ

Ｃ

K

）

項目 2018年度（H30) 2019年度 2020年度 2021年度

総

合

評

価

成
　
果

諸事情により4,500㎡の調査と
なったが、縄文集落の広がり
や構成を考えるうえで重要な
貯蔵穴とみられる穴を確認し
た。発掘体験会の予定時期と
調査期間が合わず、体験会
の開催を見送った。現地説明
会の開催し、尖石遺跡の重要
性を広く伝えることができた。

コスト

2022年度
成

果

指

標

分

析

（

変

動

要

因

）

昨年度に引き続き、同じ12月
上旬に現地説明会を開催し
た。考古館でのロビー展開
催、新聞等での報道等により
尖石遺跡への関心が高まっ
ていると考えられる。
当事業は、史跡外を対象とし
ており、成果指標の史跡内
試掘調査率に調査面積を反
映することができない。

事

中

評

価 課長評価日

2022年度

当年度開
始後、約
５ヶ月が経
過し、新た
に生じた問
題点や環
境の変化

成

果
翌年
度
方向
性

項目 2018年度（H30) 2019年度 2020年度 2021年度

新年度の

実施計

画・予算

要求事項

（改革・

改善策）



1

2

3

1

2

01 歴史、文化遺産の保護と活用

基本計画② 02

項 05 目 10予 算 事 業 名 会計コード 01 款 10

現 状 と 背 景

（ ど う し て ）

平成20年度に史跡整備事業を終了したが、園路、復元住居、標識等の劣化が進んでいる。また、尖石地区に民有地が
あり、史跡の価値をいかした整備ができていない。こうしたさまざまな課題を解決し、史跡を適切に保存管理すると
共に、縄文文化をいかしたまちづくり・人づくりに資する環境を整える必要がある。

事業 04尖石史跡整備公園整備事業

目

的

対

象

受 益 者
（ 誰 の た め に ）

市民、観光客

対 象
（ 直 接 働 き か け

る ）

第５次茅野市総合計画・前期事務事業評価シート（主要事務事業用） 08020205

事務事業名 尖石史跡公園整備事業 事業期間 年度 係内番号

【一般会計】 整理番号

1998 ～ 05

担 当 部 署 生涯学習部 文化財課 考古館係（尖石縄文考古館） 連絡先 76-2270

計

画

（

Ｐ

L

Ａ

Ｎ

）

政

策

番

号

02

基

本

計

画

体

系

項目 計画CD

市民の学びを支える

実行計画 04 尖石遺跡の保全と維持管理の充実縄文の里史跡整備・活用基本計画

施策の柱の名称
実行計画

の施策の

柱におけ

る指標と

の関連度

中
基本計画①

事 務 事 業 の 概要
（ 簡 潔 に わ か り や す く ）

平成27年度に策定した特別史跡「尖石石器時代遺跡」の保存管理計画にしたがい、史跡を適切に保存管理し、次世代
に継承すると共に、縄文プロジェクトの核としてまちづくり・人づくりに資する第2期整備と活用について、有識者
から意見を聴きながら、市民参加を得て実施する。考古館、青少年自然の森、及び森林計画地と一体となった運営を
おこなう。

市民、尖石遺跡、与助尾根遺跡

意 図
（どんな状態にしたいか）

市民や観光客が、八ヶ岳山麓の縄文文化とこれを支えた豊かな自然を体感・体験できる公園とする。
市民や環境客が、史跡を安心・安全に利用できるよう管理する。
市民に特別史跡の価値、重要性を理解してもらう。

手 段 ・ 方 法

（ ど う や っ て）

史跡の保存管理、整備活用に資する作業（特定外来生物の駆除等の環境整備）を市民参加により実施する。
史跡公園内の支障木の間伐や支障枝の枝払いを実施する。
第2期史跡整備の方向性を示すため、有識者会議を開催する。

評

価

指

標

の

作

成

活

動

指

標

行 政 が 活 動 す る こ と で 作 り 出 す も の 指 標 名 称 単 位 算出方法・計算式・目標値設定の考え方など 最終目標値

支障木の間伐と支障枝の枝払い

史跡公園の巡回点検 実施回数 回 実施回数/12か月 12

変更

履歴

進捗度 ％ 完成率 100

市民参加による史跡整備作業 市民参加率 ％ 整備作業への市民参加回数/整備作業回数 100

最終目標値

入館者数の増加 年間入館者数 人 70,000

算出方法・計算式・目標値設定の考え方など

計画策定時53,824人成

果

指

標

成果・効果は何？ 指 標 名 称 単 位

変更

履歴

実

施

状

況

（

Ｄ

Ｏ

）
項 目 単位 2018年度（H30） 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

事 業 費 等 (a) 円 2,643,752 3,826,000

県 支 出 金 円

国 庫 支 出 金 円

その他特定財源 円

地 方 債 円

実績 25

活
動
指
標

進捗度

目標
％

100 100 

一 般 財 源 円 2,643,752 3,826,000

財

源

内

訳

－　達成率 ％ 25.00 －　 －　 －　

77

目標
％

100 100

実績

実績 30

－　 －　

実施回数

目標
回

12 12

市民参加率
達成率 ％ 76.60 －　 －　

実績 56,953

－　

成
果
指
標

年間入館者数

目標
人

70,000 70,000

達成率 ％ 250.00 －　 －　 －　

－　

－

目標
－

実績

達成率 ％ 81.36 －　 －　 －　

達成率 ％ －　 －　 －　 －　 －　

備

考

施策の
柱CD

0304

0101

0101

計画名称

教育大綱

生涯学習推進指針



事務事業名 尖石史跡公園整備事業 事業期間 年度 係内番号1998 ～ 05

担 当 部 署 生涯学習部 文化財課 考古館係（尖石縄文考古館） 連絡先 76-2270

項目 2018年度（H30) 2019年度 2020年度 2021年度

新年度の

実施計

画・予算

要求事項

（改革・

改善策）

事

中

評

価 課長評価日

2022年度

当年度開
始後、約
５ヶ月が経
過し、新た
に生じた問
題点や環
境の変化

成

果
翌年
度
方向
性

コスト

2022年度
成

果

指

標

分

析

（

変

動

要

因

）

目標値に届かず前年度実
績にも及ばなかったが、前
年度実績は八ヶ岳JOMON
ライフフェス期間中無料入
館のため入館者数が増加
したと考えられる。H28→
H29年度の約6000人の増
加に対し、H29→H30年度
は約3000人の減少で、無
料入館の影響が大きいも
のの、増加傾向である。

　

事

　

後

　

評

 
価

（

Ｃ

Ｈ

Ｅ

Ｃ

K

）

項目 2018年度（H30) 2019年度 2020年度 2021年度

総

合

評

価

成
　
果

史跡整備作業への市民参
加によって、尖石遺跡の価
値と保存の重要性の理解
度が高まっている。その結
果、整備作業に参加した市
民が、考古館及び史跡公
園へ知人をお連れすること
が増えている。

課
　
題

史跡整備作業への市民参
加回数は、活動総回数3回
のうちの1回を平日にした
ため、参加できなかった方
がいた。また、考古館ボラ
ンティアの高齢化が進み、
参加回数が低下した方が
いた。

現状維持
翌々
年度
方向
性

成

果

コスト

最終評価年月日 元．５．１７

作成担当者 山科　哲

改

革

・

改

善

の

方

向

性

（

Ａ

Ｃ

Ｔ

）

成

果

や

コ

ス

ト

の

方

向

性

の

内

容

及

び

改

革

・

改

善

策

茅野市の縄文文化遺産を
市民の方に理解してもらう
ため、考古館と並んで史跡
公園の整備は今後も継続
する必要がある。支障木の
伐採や枝打ちは、市民や
観光客が史跡公園を楽しく
安全に利用していただくた
めに欠かせないものであ
り、市民参加型の史跡整
備作業は史跡の価値だけ
でなく、史跡整備の方向性
を理解・共有していただく
ために欠かせないものであ
る。

縮小

最終評価責任者 両角勝元


